
プログラムの様子を 

伝える写真を貼り付けて

ください。 

平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

 

ＨＴ２９１５3	こんな工夫があったんだ！〜病院薬剤師が教える和漢薬に秘められた先人達の

知恵と技〜	

  開 催 日： 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

   

実施代表者： 

（所属・職名）  

受 講 生： 

                ： 

 

平成 29 年 7 月 22 日（土） 

富山大学 

富山大学杉谷キャンパス（医薬系） 

医薬研究棟７階 

加藤 敦 

附属病院薬剤部 臨床薬剤学 准教授 

中学生 12 名 

高校生 11 名 

【実施内容】 

【プログラムの工夫した点】 

・	 中学生と高校生の化学的知識レベルに合わせた実習内容とし、テキストの内容を変え、中学生グループに

は難しい専門用語の使用をさけ理解しやすいよう工夫し、高校生には、補足資料を用い反応の原理や解

析手法などを説明し、更なる好奇心を持てるよう工夫した。 

・	 参加者を中学生グループ（１，２班）高校生グループ（３，４班）に分け、各グループ６名に対し、実施協力

者・実験補助サポーター2 名、教員（実施分担者）１名を配置し、きめの細かい体験のサポートを行った。 

・	 実施分担者の薬剤部職員が、約束処方に記載された和漢薬の調剤デモンストレーションを行った後、参加

者に模擬処方箋を配付し調剤を体験してもらい、正確かつ迅速に和漢薬調剤をする工夫を感じてもらっ

た。和漢薬や構成生薬を実際に手に取り、香りを嗅いだり味わってもらい、各生薬の特徴を五感で感じても

らうと共に、和漢薬に関するクイズを出題し、楽しみながら学べるよう工夫した。 

・	 桂枝茯苓丸や軟膏剤の調製を通して、薬には用途に応じた様々な剤形がある事を学べるよう工夫した。 

・	 分液や薄層クロマトグラフィー(TLC)による化合物の分離手法をカラーインクやビタミン類など、身近な化合

物を用いて実演することで、科学に対する興味や理解が進むよう工夫した。 
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【事務局との協力体制】 

研究振興部研究振興課が日本学術振興会への連絡調整を行い、医薬系事務部研究協力課が委託費収支簿

および支出報告書の作成および提出書類の確認・修正等を行った。病院事務部病院総務課病院総務チーム

が、参加者からの問い合わせ窓口、参加者用駐車場の手配、病院内掲示等、各種運営のサポートを行った。 

病院事務部病院総務課病院総務チームが委託費の管理と支出報告書の確認を行った。 

・総務部広報課がニュースリリース等の広報活動によって、県内の報道機関（TV、新聞等）に本事業の情報提

供を行った。また、参加者に薬学部オリジナルグッズを配布した。 

 

【広報活動】 

・実施代表者が県庁、富山市教育委員会を訪問し、本事業についてＰＲするとともに、ポスター・チラシを県内の

教育関連機関、中学校、高校に送付を行った。 

・大学のＨＰ（広報課）および薬学部ＨＰに本事業の案内と募集案内を掲載した。 

・大学附属病院内および杉谷キャンパスの掲示板にポスターを掲示し、チラシを配置した。 

・富山県商工労働部商工企画課による「とやま科学技術週間のご案内」に募集案内を掲載した。 

・富山県病院薬剤師会、富山県薬剤師会、富山県くすり政策課から後援を受け、本事業を PR した。 

・富山市教育委員会、高岡市教育委員会、射水市教育委員会、南砺市教育委員会から後援を受け、各教育委

員会を通して本事業を PR した。 

 



【安全配慮】 

・予備実習を行い、実験補助学生も含め、事前に事故の可能性について十分に検討を行った。  

・弁当や和漢薬でアレルギー発作が起こらないよう、参加者に対し事前に郵送でアレルギー調査を行い、弁当 

納入業者にはアレルギーの指定食品について使用の有無を確認した。  

・桂枝茯苓丸作りや軟膏剤の調製など、製剤実習では、実施者・協力者が受講生に付き添い、ケガがないよう 

細心の注意を払った。 

・受講生および実施協力者に対し短期レクリエーション保険をかけた。 

 

【今後の発展性、課題】  

・開催日が夏休み前であったため、例年と比べ参加申し込みのタイミングが遅れ気味となり、締め切り間近にな 

り応募者が急増した。次回以降は、開催日をもう１週遅くし、県外からの参加者も応募しやすいよう工夫する必 

要がある。 

・募集人数を 20 人に設定したが、締め切りまでに３倍を超える応募や問い合わせがあり、最終的に中学生 12 

人、高校生 11 人の合計 23 名まで受け入れることにした。参加人数の増加に対応するために実習補助サポータ 

ー（ボランティア）として薬剤部から２名の薬剤師に参加してもらい、実習の補助に当たった。  

・昨年度の教訓から各実習時間に十分なゆとりを持たせたところ、各セクションとも参加者自身が不思議に感じ 

た点、とくに興味を持った点などについて、実施協力者やサポーターに積極的に質問する姿が見られた。この 

様な学びの姿勢を伸ばす意味でも、次年度以降は、更に各セクションで振り返りの時間を設けたいと思う。  

・和漢薬や生薬に触れて・嗅いで・味わう実習は、昨年と同様、非常に好評で、特に今回は、調剤に使用する和 

漢薬特有の道具を展示したところ、多くの参加者が道具の使い方や目的を熱心に聞いていた。そのため、次回 

は更に、これら道具を使用した体験学習を増やすことを検討している。  

・薬の剤形と目的を理解してもらうために、今回初めて丸薬作りと軟膏剤の調製を企画したが、このセクション 

は特に参加者に好評であり、薬の使い方や吸収のされ方など、普段自分たちが飲んでいる薬の工夫について 

深く学べたようである。次年度以降も更に時間を延ばし、実施していきたい。 

・化合物の分離と検出の実験では、サポーターが、水溶性・脂溶性など化合物の性質を利用した分離方法を、 

カラーインクとエナジードリンクを使って説明し、イメージとして内容を理解できるよう配慮した結果、中学生でも 

楽しく理解できたようであった。

 

【実施分担者】 

三村  泰彦（附属病院薬剤部・副薬剤部長） 

中川  洋子（附属病院薬剤部・主任薬剤師） 

福田  七実（附属病院薬剤部・薬剤師） 

直井 一久（附属病院薬剤部・薬剤師） 

兵野 由佳（附属病院薬剤部・薬剤師） 

圓谷 冬花（附属病院薬剤部・薬剤師） 

 

【実施協力者】    7  名  （林  珠央、宮脇  章太、新澤  健太、井出  大介、高尾  汐織、福迫  諭、平田卓也）  

 

【実験補助サポーター】  ボランティア 

藤田  智弥（附属病院薬剤部・薬剤師） 

和田  智予（附属病院薬剤部・薬剤師） 

 

【事務担当者】 

村田  佳美（研究振興部研究振興課・事務職員） 

安土  美恵（病院事務部病院総務課病院総務チーム・係長） 


